水産普及だより　　第１９－６号　　　2007.11.01

[image: image5.jpg]



女性アドバイザー研修
農村・漁村女性アドバイザー研修が平成19年11月１日（木）に熊野古道センター交流棟で行われました。当日は伊勢管内から漁村女性アドバイザーが参加される予定でしたが、所用により欠席でした。
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開会
　参加されたのは、昨年度新たに認定された方を中心とした農村女性アドバイザーの皆さん。北はいなべ市から南は御浜町まで県下各地から参集されました。
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アドバイザー経験者による講演
　講演１人目は、ミカンを栽培する傍ら、新規就農者の研修受入れ、料理講習などの地域活動、更には女性の声を社会の意志決定に生かす為にと熊野市議会議員にもなられている大西三春さん。初めから理解のある夫、地域では無かったという話から、今至るまでの苦労は並大抵では無かったようです。しかし、「先進的な農業をやりたい。」という強い思いと仲間の存在が大西さんを支えていたとの事でした。
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地元起業活動事例発表
今年４月から「夢古道おわせ」でスカイフードレストランに出店している３団体のうちの１つ、「天満百人会」の代表をつとめる松井まつみさんが、天満百人会での活動、スカイフード出店までの経緯、出店後の状況などを交え、地域活動を行う際の秘訣（目標共有、人材活用、自前資金、活動継続、活動を楽しむ）を紹介されました。
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分科会
　各地の美味しい物産が持ち寄られ、テーブルにズラリと並ぶ中で、先輩アドバイザーさんの進行で、小一時間ほど話合いが行われました。ある方が、「当初、アドバイザーになっても何をすべきか分からなかったが、こういう交流に参加して来て、やっと最近やるべき事が見えてきた」と話された事が印象に残っています。
研修を終えて、講師の方はもとより、先輩アドバイザーさんの皆さんも、地域活動を行うに当たって、様々な困難に直面し、悩みながらも、乗り越えて活動されている事がよく分かりました。地域で能動的に活動を行いたい方には大変参考になり、勇気をもらえるのではないか、と思います。
